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パブリックコメント募集案件概要書 

【案件名：つくば市文化芸術推進基本計画（第２期）（案）】 

つくば市市民部文化芸術課 

 

○ 計画等を必要とする背景・提案に至るまでの経緯 

平成 31 年３月に策定した「つくば市文化芸術推進基本計画」では、その計画期

間は、国の「文化芸術推進基本計画」に合わせて設定しました。以降は、社会情

勢等の外部環境の変化を踏まえて５年ごとに見直すこととしています。第１期の

計画期間の終了に伴い、国の文化芸術推進基本計画（第２期）を参考にし、市の

第１期計画を見直し、「つくば市文化芸術推進基本計画（第２期）」を策定する

ものです。 

 

○ 他の自治体の類似する計画等の事例 

 第２次茨城県文化振興計画アクションプラン 

 

○ 未来構想における根拠又は位置付け 

 つくば市未来構想、つくば市戦略プランを上位計画として各種計画との連携や整

合性を意識して検討を行いました。 

本計画は、それらの方針を参酌して定めるものです。 

※基本施策：Ⅰ-2   資源をみがき、魅力あふれるまちをつくる 

※個別施策：Ⅰ-2-③ 文化芸術の推進及び文化財の保存と活用 

 

○ 関係法令、条例等 

 つくば市文化芸術基本条例 

 

○ 計画等の実施により予測される影響及び効果（算出できるものはコストを含む。） 

 基本計画を見直すことで、国や県の動向や、市の現状や課題を踏まえた計画を策

定することができる 
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1. つくば市文化芸術推進基本計画（第２期）における対象の定義 

文化芸術基本法及び市の地域特性を踏まえ、本計画では以下の分野を「文化

芸術」の対象範囲とします。 

 

 

2. 計画の位置付け 

本計画は、「つくば市文化芸術推進基本計画（第１期）」に即して定め、市

の既存関連計画及び国や茨城県等の法令、条例等や計画との整合性に配慮しな

がら策定しています。 

 

 

3. 計画期間 

令和６年度（2024年度）から令和 10年度（2028年度） 
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4.  基本理念と 5つの方針 

4.1.基本理念 

    

行政や市民、大学、研究機関などの異なる主体や立場、自然や科学技術、国

際交流など市の多面的な魅力を、文化芸術により有機的に結びつけること、つ

まり、１本１本のすばらしい糸（主体や魅力）を連携させていくことで、新し

い文化芸術を創造し、大きな「まち」という布を織るという思いを込めました。 

 

4.2.５つの方針 

方針① 文化芸術に親しむまち 

文化芸術が市民の誰もが身近に文化芸術に触れることができ、自ら参加して

創作できる環境を整備します。あわせて、市の文化芸術の創造・発展・継承に

向けて、それを担う各種団体や人材の育成を行います。 

方針② 多様性を尊重するまち 

つくば市では、出身地、世代、性別、障害の有無、国籍の違いなどによる多

様な個性が集まっています。これら個性を伸長し、互いに尊重しあえるよう、

文化芸術を通じて支援します。 

方針③ 地域の風土を守り、いかすまち 

市内にある日本固有の伝統や文化に関する資産・活動と、自然など貴重な環

境資源、特色ある歴史や文化を守り、時に活用しながら、次世代へ継承してい

きます。 

方針④ 創造的で活力あるまち 

市は、未来を模索する科学技術やスタートアップの振興に力を入れています。

これらと文化芸術を融合、調和させることで相乗効果をねらい、イノベーショ

ンを生み出し、地方創生や地域活性化を後押しします。 

方針⑤ 持続可能な文化コミュニティを実現するまち 

市の資源や個性を活かした魅力ある文化芸術を創造していくためのプラット

フォームの形成や、文化芸術施設の整備を行うこと、また、市内の文化芸術情

報の収集や発信を効果的に行うことで、文化芸術の活動環境を整えます。 
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5. つくば市文化芸術推進基本計画（第 2期）施策の体系 

基本理念に基づき、文化芸術推進の施策体系として５つの方針（基本的方

向）、11の戦略（基本施策）を以下のとおり設定します。 

 

 

方針①

文化芸術に親しむまち

方針②

多様性を尊重するまち

方針⑤

持続可能な文化コミュニ
ティを実現するまち

戦略（１）
プラットフォームの形成

戦略（２）
文化施設の整備と活用

戦略（３）
文化芸術情報の活用

方針④

創造的で活力あるまち

戦略（１）
科学技術と融合した文化芸術の振興

戦略（２）
文化芸術によるイノベーションの創出

基
本
理
念

ア
ー
ト
で
編
む

方針③

地域の風土を守り、いか
すまち

戦略（１）
自然との共生による文化芸術の振興

戦略（２）
地域に根付いた伝統の継承・発展

戦略（１）
すべての人にとって文化芸術が身近にある環境づくり

戦略（２）
文化芸術を通じた多文化共生・国際交流の促進

戦略（１）
文化芸術に接する機会の拡充

戦略（２）
文化芸術を担う人材の育成
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6. ５つの方針（基本的方向）と 11の基本戦略（基本施策） 

方針① 文化芸術に親しむまち 

戦略１ 文化芸術に接する機会の拡充 

文化芸術が市民の生活の一部となるよう、文化芸術に触れる機会の拡充を図

るほか、自ら創作できる環境整備を進めます。 

施策（１）鑑賞・体験機会の拡充 

施策（２）表現・実践する機会の拡充 

施策（３）こどもたちが優れた文化芸術に触れることができる機会の拡充 

 

戦略２ 文化芸術を担う人材の育成 

市の文化芸術の創造・発展・継承に向けて、各種団体や人材の育成支援等を

行います。 

施策（１）市内で活動するアーティストへの支援と指導者の育成 

施策（２）各種文化芸術を担う人材育成事業の推進 

施策（３）文化芸術活動ボランティアの育成 

 

方針② 多様性を尊重するまち 

戦略１ すべての人にとって文化芸術が身近にある環境づくり 

年齢、性別、障害の有無、国籍や出身地の違い、さらには経済的な事情また

は居住する地域等にかかわらず等しく、すべての人が文化芸術を鑑賞し、参加

し、創造できる環境づくりを行います。 

施策（１）性別、年齢、障害の有無や国籍にかかわらず 

活動できる環境づくり 

施策（２）多様なニーズに合わせたサービスの充実 

 

戦略２ 文化芸術を通じた多文化共生・国際交流の促進 

多言語での情報提供や、国籍を越えた文化交流の機会を創出することで、地

域における異文化理解と多文化共生を促進します。また、つくばとのつながり

を通じて、海外の人々が日本・つくばの文化芸術に触れる機会を創出します。 

施策（１）多様な国籍の住民がともに文化芸術に親しみ、 

異文化理解を深める機会の創出 

施策（２）国際色豊かな魅力ある文化芸術事業の促進 
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方針③ 地域の風土を守り、いかすまち 

戦略１ 自然との共生による文化芸術の振興 

筑波山を筆頭とするつくばの豊かで美しい自然と共生する文化芸術の振興を

図り、自然環境をいかした文化芸術事業の充実や都市景観の創出を実現させま

す。 

 

施策（１）自然環境との共生を図る事業の充実 

施策（２）自然と共存する都市景観の創出 

 

戦略２ 地域に根付いた伝統の継承・発展 

日本の伝統や文化はもちろんのこと、「つくば市文化財保存活用計画」に基

づき、つくばに根付く歴史的、芸術的、学術的な魅力・価値を有する有形・無

形の文化財等、地域の貴重な文化資源を保存するほか、時に活用しながら、次

世代へ継承していきます。 

 

施策（１）つくば市文化財保存活用計画の推進 

施策（２）日本の伝統文化・地域の文化資源の活用 

 

方針④ 創造的で活力あるまち 

戦略１ 科学技術と融合した文化芸術の振興 

市の強みである「科学技術」と文化芸術を融合させたメディア芸術を推進し、

独自の文化芸術事業を確立します。 

 

施策（１）デジタル技術を活用した文化芸術活動の推進 

 

戦略２ 文化芸術によるイノベーションの創出 

市内の様々な産業や分野と文化芸術を融合、調和させることで相乗効果をね

らい、イノベーションを生み出すことで、地方創生や地域活性化を後押します。 

 

施策（１）他分野連携による地域活性化 

施策（２）食や生活文化等、文化観光の推進 
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方針⑤ 持続可能な文化コミュニティを実現するまち 

戦略１ プラットフォームの形成 

市の資源や個性を活かした魅力ある文化芸術を創造していくため、多様な要

素が連携・協働して文化芸術を推進できるプラットフォームを形成します。 

 

施策（１）多様な文化芸術活動を相互に結ぶコーディネート機能の形成 

施策（２）文化芸術創造拠点の形成・整備 

（旧田水山小学校を利活用した文化芸術創造拠点の整備等） 

施策（３）様々な主体とのネットワーク構築 

施策（４）文化芸術活動を行う個人、団体への新たな支援制度の構築 

 

戦略２ 文化施設の整備と活用 

文化芸術の創造の場とともに、保存・継承、交流拠点など幅広い役割を果た

している文化施設の整備と活用を進めます。 

 

施策（１）市立文化施設の整備と活用 

施策（２）市内文化施設や公共空間の活用 

 

戦略（３）文化芸術情報の活用 

文化芸術に関する情報の収集と提供を実施することで、市民の活発な文化芸

術活動を促すとともに、つくば市の魅力をＰＲし、内外との交流につなげます。 

 

施策（１）文化芸術活動情報の収集・提供 

施策（２）つくば発の文化芸術のアーカイヴの拡充 

 

     旧田水山小学校跡地           ノバホール 
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7. 基本目標と成果指標 

市が目指す「アートで編む」の実現に向けて、次に掲げる評価指標を本計画

における数値目標として定めます。同時に、施策全体の成果を判断する指標と

して活用し、本計画の取り組みを進めます。 

なお、11 の戦略（基本施策）は見直しの際に個別に評価するものとします。 

 

 

 

 

つくば市文化芸術推進基本計画（第２期）概要版 

令和６年（2024年）３月 

編集発行 

 つくば市 市民部 文化芸術課 

 〒305-8555 茨城県つくば市研究学園一丁目１番地１ 

 TEL 029-883-1111（代表） 
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